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読み聞かせスケジュール 

◎リブロ福岡天神店 
毎週土曜日 14時～ 
TEL: 092-717-5180 

◎リブロ春日店 
毎月第１・２土曜日  
14時30分～ 
TEL: 092-583-5235 

◎リブロ久留米店 
毎月第２・3土曜日 14時～ 
TEL: 0942-36-9860 

◎リブロ大分わさだ店 
毎月第２・４土曜日 14時30分～ 

TEL: 097-588-8859 

※都合により 
日時が変更になることが 

ございます。 

●リブロ公式サイト● 
URL:http://www.libro.jp 

リブロ九州版公式Twitter 
＠libro_9 

v 1 

v 2 

v 3 

v 4 

v 5 
※在庫がない場合はお取り寄せいたします。お気軽にお問合せください。 

きんぎょが にげた 
福音館書店 五味太郎 対象年齢：2歳から 

子どもが大好きな絵さがし絵本  
きんぎょはどこににげたかな？ 

いないいないばあ 

童心社 松谷みよ子文 対象年齢：0歳から 

ページをめくっていく毎に 
赤ちゃんが笑顔になっていきます 

ねないこだれだ 

こんな時間におきてるのだれだ？ 
ふくろうにどらねこにどろぼう・・・。 
そうら、もうおばけの時間なのに―。 

福音館書店 せなえいこ 対象年齢：1歳半から 

◎リブロ大分トキハ店 
毎週土曜日 15時～ 
TEL: 097-573-3033 

◎リブロ別府店 
毎月第3土曜日 15時～ 
TEL: 0977-73-8090 

◎リブロリウボウBC店 
不定期 
TEL: 098-867-1725 

もうぬげない 

ブロンズ新社 ヨシタケシンスケ  

ぼくの服がひっかかってぬげなくなって、 
どのくらいたったかしら・・・。 
服が脱げなくなってもなんとかなるさ。 

このあとどうしちゃおう 

ブロンズ新社 ヨシタケシンスケ  

おじいちゃんは、しぬのがこわかったのかな。 
しんだらどうなる？どうしたい？ 
いきているあいだに考えてみよう。 



リブロ児童書担当が選ぶ『夏！！』のおすすめ絵本 

『ペンギンきょうだいのふねのたび』 

工藤ノリコ ブロンズ新社 1,300円＋税 

ペンギン３きょうだい、舟にのっておじいちゃんのうちへ。 
海にもぐったり、砂あそびしたり、イルカさんと出会った 
り。みんなもすてきな夏の思い出をたくさん作りましょう！ 

福岡天神店 児童書担当：金子 

『夏のルール』 

ショーン・タン：作 岸本佐知子：訳 河出書房新社 2,000円＋税 

スイカも浮き輪もひまわりも出てこない。だけどとても印象
的な夏の絵本。「ありえない」と「なつかしい」がごちゃま
ぜになって、ちょっと泣きそうになります。 
手に取ったら欲しくなる。手に入れたら宝物になる。そんな
絵本です。 

春日店 児童書担当：田中 

『なつのおとずれ』 

かがくいひろし PHP研究所 1,200円＋税 

久留米店 児童書担当：入江 

『はじめてのキャンプ』 

林明子 福音館書店 1,200円＋税 
なほちゃんがキャンプに行くことに。 
なほちゃんはちっちゃいけど頑張ってみんなのお手伝い。
飯ごうでのおいしいごはん、キャンプファイヤーや花火。
たくさんの楽しい夏の思い出。これからキャンプに行こう
と思っている家族におすすめです。 

大分わさだ店 楠本 

『ウエズレーの国』 
ポール・フライシュマン ケビン・ホークス：作  
あすなろ書房 1,400円＋税 

人と違う自分でいるって、とっても勇気がいる事…。 
「夏休みは、いつもより少しだけ、自分に正直に、本当にやりた
い事、やってみたら？」と、子どもたちに言ってあげたくなる本
です。周りに振り回されて、ちょっと疲れちゃった大人の方にも、
オススメします。 

大分トキハ店 児童書担当：藤田 

『ひまわり』 

和歌山静子 福音館書店 900円＋税 

最初は小さかったひまわりの種が、成長して大きくなってい
きます。太陽に向かって「どんどこ どんどこ」背が伸びて
いくひまわりの姿は大迫力！最後に種がぱらぱら落ちるとこ
ろも、繰り返し育まれる生命の力強さを感じさせてくれます。
夏の読み聞かせにぴったりの1冊です。 

別府店 児童書担当：帆足 

『トマトさん』 

田中清代 福音館書店 900円＋税 

表紙のインパクトのあるトマトさんがとてもあつい夏
の日に水につかって気持ちよさそうで水浴びをしたく
なります。 
夏におすすめの絵本です。 

リウボウBC店 児童書担当：謝花 

※在庫がない場合はお取り寄せいたします。お気軽にお問合せください。 

ジメジメとした長い梅雨の終わりを聞いて 
メロン・スイカ・セミやカブトムシ、夏の風物詩がダダダ
ダッと一斉に駆け抜けて行きます。 
この絵本を読むと夏が爽快にやってきます。 


